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2023年 12月期第 2四半期累計期間及び通期の 

連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

  当社は、最近の業績動向を踏まえ、2023 年 2 月 14 日の決算発表時に公表いたしました業績予想を、下記の

とおり修正しましたのでお知らせいたします。 

記 

1. 連結業績予想数値の修正について 

 
2023年 12月期 第 2四半期累計期間（2023年 1月 1日～2023年 6月 30日） 

                                    （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

（円 銭） 

前回発表予想（Ａ） 11,000 250 250 160 15.59 

今回修正予想（Ｂ） 11,130 340 450 420 40.74 

増減額（Ｂ－Ａ） 130 90 200 260  

増減率（％） 1.3 36.0 80.0 162.5  

（ご参考：前期実績） 

2022年 12月期第 2四半期累計期間 
12,804 539 527 234 22.91 

 

 

2023年 12月期 通期（2023年１月１日～2023年 12月 31日） 
（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

（円 銭） 

前回発表予想（Ａ） 24,000 800 800 500 48.72 

今回修正予想（Ｂ） 24,000 800 850 700 67.91 

増減額（Ｂ－Ａ） 0 0 50 200  

増減率（％） 0.0 0.0 6.3 40.0  

(ご参考：前期実績） 

2022年 12月期 通期 
22,810 776 736 451 44.00 



2. 修正の理由 

 

（第 2四半期累計期間の業績予想の修正理由） 

2023年 12月期 第 2四半期累計期間における業績につきましては、売上高は各プロジェクトを着実に遂

行した結果、当初業績予想を若干上回る見込みとなっております。 

利益面におきましては、営業利益は原価低減への継続した取り組みや、デジタル・トランスフォーメーシ

ョンによる効率化の推進、経費の圧縮等により粗利率の改善及び収益性が向上、経常利益は上記の営業利

益の状況に加え、外貨預金の評価等による為替差益 96 百万円の計上、親会社株主に帰属する四半期純利

益は上記の状況に加え、清算手続き中の海外グループ会社の不動産売却に伴う特別利益 132百万円の計上

等もあり、当初業績予想を上回る見込みとなったため、上記のとおり修正いたします。 

 

（通期の業績予想の修正理由） 

2023年 12月期 通期における業績につきましては、第 2四半期累計期間の業績が当初業績予想を上回る

見込みではありますが、今後も価格競争の激化や資材価格等の上昇による採算面の厳しさが増すことや海

外での事業環境の不透明さが見込まれるため、売上高及び営業利益は当初業績予想を据え置くこととして

おります。また、経常利益は第 2四半期累計期間と同様に為替差益の計上、親会社株主に帰属する当期純

利益は第 2四半期累計期間に不動産売却に伴う特別利益の計上等もあり、当初業績予想を上回る見込みと

なったため、上記のとおり修正いたします。 

 

 

 

（注）上記の業績予想数値につきましては、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後の様々な要因によって予想値と異なる可能性がありますので、ご承知おきください。 

 

以上 


